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共同研究グループ活動報告（2014年度）

日中関係史 2015年3月に予定

6.出版

今年度は，学内共同研究奨励助成「日中関係史 三星宗雄 『色彩の快：その心理と倫理J，御

の断絶と連続の研究一一中国人留学生研究の情報 茶の水書房

発信源を中心に」の研究活動とその成果を人文 （文責 三星宗雄）

学研究所叢書の一冊にまとめる準備作業に追われ

る。 活字文化の研究

他には，次の講演会を聞いた。

10月1日，露木順一氏 （本学非常勤講師・前 1. 共同研究グループ名：活字文化の研究

開成町町長）「再王が切り開く日中和解」 2. 講演会・研究会の開催：特になし （適宜，メ

ンパー間で、の情報共有を行った）

共同研究奨励助成「日中関係史の断絶と連続の 3. シンポジウムの開催－特になし

研究一一中国人留学生研究の情報発信源を中心 4.活動内容

に」，および「東アジアにおける民族主義の歴史 (1) 活字を通じた日本語教育と異文化理解

的体験とその意味一一 『プランゲ文庫』を起点に （国際）に関する調査・研究

考えるjの活動内容については，それぞれの報告 (2) 活字文化普及のための教育・啓発活動

を参照してほしい。 （教育）に関する調査・研究

長らく代表を務めた大里は，今期で定年退職と

なる。これまでの皆さんのご協力に感謝申し上げ

るとともに，グループの研究がますます活発に展

開されることを期待する。

色彩と文化皿

1. グループ名「色彩と文化mJ
2. 新メンバー

（文責 大里浩秋）

小林潔氏 （青山学院大学非常勤講師）

3. 研究会

2015年2月または 3月に開催予定

4.講演会

(1) 2014年 12月8日 （月）

堀見葉子氏（フリーカラーリスト）「色

彩を活かす仕事」

(2) 2014年 12月9日 （火）

堀見葉子氏 （ 同 ）「色彩の魅力」

5. 海外調査
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（文責松本安生）

〈身体〉とジヱンダー

本年度は以下の日程で研究会を開催した。

日時 .2014年7月2日（水） 13: 30～ 14: 30 

場所： 17-216（人文学研究所資料室）

報告者：ジェームス・ウェルカー准教授

報告タイトル：女 （性）の「トランスフイギ、ユレ

ーション （変容・変貌・変化）」

一一1970～ 1980年代のトランス

ナショナルに関わった女たち

あわせて，上記の報告終了後に，叢書の具体的

な構成案や，個々のメンバーの研究の進捗状況な

どを確認した。叢書は「（68年〉のジェンダー表

象」を共通テーマに， 2015年度の出版を目指す

ことが確認された。今年度は叢書のより具体的な

内容について議論し，出版の準備を進める予定で

ある。

（文責村井まや子）



自然観の東西比較

2014年度の活動は，下記のとおりである。

① 公開研究会

日時： 11月19日 （水）

場所： 17216 （人文研資料室）

報告者と報告テーマ

・伊坂青司「C・D・ フリードリヒのロマン

主義風景画一ーその風土性・宗教性・政治

性」

・村井まや子「神奈川大学図書館主催「An

Enchanted Forestおとぎ話の森j展の概要

と展望」（図書館にて展示の見学と解説）

② 共同研究グループを母体とした文科省大型設

備費「自然観を基礎とした文化の東西比較研究コ

レクション」の図書の受け入れ

③ 共同研究グループを母体とした学内の共同研

究奨励の申請とそれに伴うプレゼンテーション

（文責伊坂青司）

近代都市の表象

研究会： 9月23日（火）

発表者：郷健二

論題：「近代社会の「ファッション」

の概念は 16世紀イングラン

ドで誕生した？」

研究会： 10月28日（火）

発表者：鳥越輝昭

論題：「「ヴィットリアーノjの外と

内一一ヴィットリオ・エマヌ

エーレ 2世国立記念堂に見る

〈ローマ）J

研究会： 12月 16日（火）

発表者：日高昭二

論題：「記憶の地誌／表象の未来

一一上司小剣 『東京』をめぐ

って」

3. シンポジウムの開催計画

なし

4. 活動内容

近代の東洋・西洋の諸都市の来し方や現況

について，表象という切り口から分析を試み

ている。

1. 共同研究グループ名称：近代都市の表象 数年後に人文学研究叢書を出版することを

2.講演会・研究会の開催 目標にしている。

「〈身体〉とジェンダー」研究グループとの （文責鳥越）

協同により「都市・身体表象の生成とその変

容Jを主題とする合同講演会・研究会を開催 越境する比較文化

している。同グループの記載と重複するだろ

うが，開催は以下のとおりである。

研究会： 6月24日 （火）

発表者：日高昭二

論題：「避暑地の出来事 一一堀辰

雄・軽井沢・リゾート史」

講演会： 7月22日 （火）

講師： StamatinaDimakopoulou 

論題：「パリのアメリカ人たち 一一

国外在住・共通性・差異」

講演会 7月29日 （火）

講師．泉美知子

論題 「大革命後の宗教建築の表象

一一19世紀フランスの文化

財保護を通して」
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l 研究会等の開催

現時点（1月下旬）で本共同研究グループが

開催した研究会・検討会等は次のようである：

① 今年度の国際シンポジウム・国際共同研究プ

ロジェクトのワークショ ップ（下記2，①参

照）に対する反省会，成果考慮会 （6月下旬に

2回）。

② 2015年度に出版される予定の論文集『Enmi-

かandDeath Across Culturesj （仮）に関する計

画検討会・編集準備会（10月中旬と 11月上

旬，二回）。

③ 次年度開催予定の国際シンポジウム （下記

2，②参照）に関する計画検討会・実行委員会

(9月下旬，10月中旬・下旬，11月中旬，12月



下旬の 5回）。

また，②と③に類する会は来る 2月， 3月中

にも数回開く予定である。

2.シンポジウムの開催：

① 2014年6月7・8日に，第4回国際シンポジ

ウム 「異文化における死の表象」（FourthIn-

ternational Symposium on Comparative Culture : 

“Representations of Death across Cultures”）， 

並びに国際共同研究プロジ、エクトのワークショ

ップを開催した。

② 2015年6月13.14日に，第5回国際シンポ

ジウム「なんじの敵を知れ一一文化研究の観点

からみる敵対意識の力学」 （FifthInternational 

Symposium on Comparative Culture，“Know 

Thine Enemy: Cultural Perspectives on Antago-

nistic Dynamics”）を開催する予定である。

3.活動内容

上記の国際シンポジウム等を以って，国内 ・国

外に向けて， 比較文学 ・文化の方法論を用いた研

究を発表 ・交流するための 「場」として，神奈川

大学や人文学研究所の知名度を上げ続けることが

本共同研究グループの目的の一つであり，その目

標に向かつて今年度も活動してきた。また， 2015

年度に出版される予定の論文集（上記 L ②参

照）などによって，広い範囲において比較文学 ・

文化の方法に関する意識を深めるという，本共同

研究グループのもう一つの目的の達成に向かつて

活動し続ける予定である。

（文責 クリスチャン・ラットクリフ）

ヒ卜身体の文化的起源

1. 共同研究グループ名：ヒ ト身体の文化的起源

2. 活動内容

① 人間の身体を系統的に遡り，その根源を考

察することで，身体が持つ機能的な意義を検

討した。

I.特に関節運動を増幅するアキレス臆の屈

曲点について調査 ・研究を進めた。研究内

容は 2014年4月の 4thCongress of the In-
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the identity of obs仕uctionon the Achilles 

tendon」と題する一般発表を行った。

II. アキレス臆の機能的意義を調べる一貫と

して， 2015年2月中旬にチェンマイ大学

医学部解剖学教室および献体手術研修セン

ターを訪問し，ヒ トアキレス臆の物性値を

新鮮献体と固定献体で測定評価する予定で

ある。

（文責衣笠竜太）

帝国とナショナリズムの言説空間

1. 研究会の開催

第1回：日程 2014年7月2日（水）午後4

～6時

場所： 17-401号室

（横浜キャンパス・人間科学

部社会コース共同研究室）

講師 ：久田和孝氏（本学外国語学部

助教）

論題 ：「現代韓国の「反日J「先進J
「文化」を巡る言説空間 ・政

治学の視点から」

第2回：日程： 2014年 12月3日（水）午後

4～6時

2.活動内容

場所： 17-401号室

（横浜キャンパス ・人間科学

部社会コース共同研究室）

講師：山本博史氏 （本学経済学部教

授）

論題：「タイ，民主主義の「かたち」

：非植民地国家の権力構造へ

の一考察J

今年度に採択された神奈川大学共同奨励研究助

成金「帝国とナショナリズムの言説空間：国際比

較と相互連携の総合的研究」と同時並行で進めて

いる共同研究グループである。2015年3月中旬

には，国立フィ リピン大学アジア研究センターか

ら研究者を招聴して学内でセミナーを開催する予

ternational Foot and Ankle Biomechanics 定である。

Community （韓国 ・釜 山）で 「Uncover （文責 ：永野善子）
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NCH新聞研究会

昨年度より始動した本研究会は，本学が所蔵す

るNCH(North China Herald）の新聞 （ONLINE

版）の日本，中国，韓国，東南アジア諸国に関連

する新聞記事を順次読んで行くことを計画し，6

月には第 1回の研究会を開催することができた。

1. 第 1回 NCH (North China Herald）新聞研
7.c／－＇.』
プしμ；

日時： 2014年 6月4日 （水）

場所 ：神奈川大学・横浜キャンパス 17号館

216室

報告 ：

(1) 研究会の結成について

(2) オンライン版中国英字新聞コレクショ

ン一一「ProQuestHistorical Newspapers: 

Chinese Newspapers Collection 1832-

1953」のご利用講習会

・ ProQuestによる概要説明 20分

．雄松堂による操作説明 30分

－質疑 10分

2. 2015年度にもヲlき続き，

(1) NCH関連の研究会，

(2) NCH関連の資料調査一一上海，ロンド

/ 

(3) NCHの輪読会，を中心に活動して行く 。

（文 責 孫 安 石）
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